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【問題・目的】 不安や緊張はスポーツパフォーマンスに影響を及ぼす。近年， 

Acceptance and Commitment Therapy（ACT）が注目されているが，日本のス 

ポーツ領域での研究は少ない。本研究では，ACT 介入がゴルフのパッティングパフォー 

マンスに及ぼす影響を検討した。 

【方法】 大学体育会ゴルフ部所属の女性 1 名を対象に，ABA シングルケースデザイン 

を用いた。体験の回避，認知的フュージョン，マインドフルネスを中心とした ACT 介入を 

行い，TAIS.2，AAQ-Ⅱ，CFQ，およびパッティングパフォーマンスを測定した。 

【結果・考察】 介入後，心理的柔軟性関連指標およびスポーツ特性不安は低下し，パッ 

ティングパフォーマンスは介入期に向上した。ACT は競技不安を有する選手に対する介 

入として，一定の適用可能性が示唆された。 
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